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プログラム名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８、モウソウチクの昔と今
学習指導要領との関連　　　　　　　　　　　　　　　　：モウソウチク
	中学校
理科
	３年
	（7）自然と人間

　　　ア　生物と環境

　　　（イ）　自然環境の調査と環境保全　

	
	１年
	（1）植物の生活と種類

　　　ア　生物の観察

　　　（ア）　生物の観察


中学校教科書関連単元　　＊参考：大日本図書
	中学校
理科
	３年
	単元６　地球の明るい未来のために
　　身近な自然環境を調査しよう

	
	１年
	身近な生物の観察
つづけてみよう　継続観察


指導計画一例　　＊参考：大日本図書
　　　　配当時間：１９～２１時間　　本時：１時ｏｒ２時/２時間

	配当時間
	主な学習活動
	
	評価規準

	２
本時
	・身近な自然環境について調べ、自然環境を保全することの重要性を認識する。

（本プログラムの活用）
	
	【関・意・態】

・身近な自然環境に関心をもち、いろいろな視点から探究しようとする。
【思】

・環境調査の結果から、身近な自然環境について科学的に考察することができる。
【技・表】

・いろいろな方法によって、身近な自然環境を調べ、結果を分析することができる。
【知・理】

・人間生活と自然環境とのかかわりについて理解し、知識を身につけている。



	３
	・自然がもたらす恵みと災害などについて調べ、これらを多面的、総合的に捉えて、自然と人間のかかわり方について考察する。
	
	

	３
	・科学技術の発展の過程を知るとともに、科学技術が人間の生活を豊かで便利にしてきたことを認識する。
	
	

	６
	・人間は、水力、火力、原子力などからエネルギーを得ていることを知るとともに、エネルギーの有効な利用が大切であることを認識する。
	
	

	４
	・自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し、持続可能な社会をつくることが重要であることを認識する。
	
	

	１
	まとめ・単元末問題
	
	


プログラムのねらい
〇モウソウチクの昔と今を知る。
〇自然から受ける恩恵や自然との共生についての理解を深める。
プログラムの内容　　
モウソウチクはどのような製品として細工され、どのような用途として利用されている（いた）のか、いろいろな利点について調べる。繁殖力に優れ丈夫で加工がしやすいことから昔から利用されてきたが、現代では化学製品（特にプラスチック）が主流になり山に植えられたモウソウチクが放置され社会問題化されている。山にモウソウチクが放置されている現状で生物多様性を維持するためにはどうするべきか、モウソウチクを利用または管理する方法を模索していることを認識させる。
おすすめポイント　
生徒たちは、竹細工についてある程度知っていると思われるが、その用途や製品は多種多様であり知らないものも多いと考えられる。いろいろなモウソウチクの用途や製品の種類を調べることを通して化学製品（プラスチック）の普及により次第に利用されなくなり放置され、山林で増え続けている現状を知り、自然との共生の在り方を考えることができる。
関係機関の活用
〇インターネット活用　　
学習指導案
モウソウチクの昔と今　中学校３年　理科　「自然環境の調査と環境保全」
プログラムの位置づけと活用方法

単元の中での活用
中学校３年理科　　自然と人間　 
ア 生物と環境　→（イ） 自然環境の調査と環境保全で活用
学習指導要領のねらい
身近な自然環境について調べ,様々な要因が自然界のつり合いに影響していることを理解するとともに,自然環境を保全することの重要性を認識すること。
使用教材
１）インターネット接続ができるパソコン
２）参考ホームページ
竹　Bamboo Home Page
http://www.kyoto.zaq.ne.jp/dkakd107/A.html
竹虎（竹材専門メーカー）
http://www.taketora.co.jp/special/bamboo.html
３）模造紙
授業の展開
中学校３年　理科　「自然環境の調査と環境保全」
本時１時間扱い
	時
間
	主な学習活動
	学習支援（●）と評価（○）
	備考（使用教材等）

	１
時
間
	・モウソウチクについて調べる。
・グループでインターネットを活用して調べる。
調べる項目（例）

製品名
用途
歴史

現状など
・グループごとにモウソウチクと人間について調べたことをもとに自然から受ける恩恵や共生と関連づけて模造紙にまとめる。
・グループでまとめたことを発表する。
	・事前にグループ分けをしておく。
●グループで協力するように促す。
●ワークシートの記入方法を説明し、結果から気づいたことをまとめるように促す。
○いろいろな方法によって，モウソウチクについて調べ，結果を分析している。【技】

●グループの意見を参考に分析する視点の助言を与える。
●他のグループの発表を聞くように促す。
	・インターネット接続のできるパソコン
・模造紙



プログラム活用の工夫
中学校３年　理科「自然環境の調査と環境保全」で活用することを想定している。人がモウソウチクを利用するために植えたにもかかわらず現代では放置され、他の生物たちが棲みにくい環境になり生物多様性をどのように管理・維持していくのかを考えさせるようにすることがポイントである。また、製品としての用途だけでなく食用（タケノコ）としていることも補足しておく。
資料（ワークシート）

モウソウチクの昔と今　　（　　）年（　　）組　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

・モウソウチクの体のつくりや特徴

・製品名　　　　　　　　・用途　　　　　　　　　　　　・利点と欠点

・モウソウチクの歴史と現状

・私たちがこれからできることを考えよう
